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序論

第1章　研究の背景と目的

1.現代のシェア居住のニーズと実態

現在､都市部やその周辺地域では､住まい方は

多様化の一途をたどっている｡その要因は様々で

あるが､一つには家族形態の変化があげられる｡

戦後の居住形態は三世代家族が同居するような

形態から脱し､核家族が独立して暮らす団地住ま

いや一戸建ての住宅などへ､そしてワンルームマ

ンションでの単身者居住へと変化してきた｡国立

社会保障･人口問題研究所で行った､将来の人口

数と世帯主率をもとにした日本の世帯数の将来

推計によると､ 2005年の東京の平均世帯人員は

2.16人で2030年には1.97人になると予想されて

いる｡住居の基本単位は縮小を続け､世帯あたり

の人数はますます減少している｡

単身者居住が多く求められる中で､個々人が

それぞれのライフスタイルに合わせた住居をそ

の時々に選び能動的に住まい方や過ごし方を決

めていく､そのような住意識が徐々に単身者を中

lこ高こ浸透しつつある｡その一端を表しているのが､

シェアハウスやルームシェア､コレクティブハウ

スなどの共有部を持ったシェア型の集合住宅で

ある｡また､従来のワンルームマンションのよう

な完結した個室を持った住宅でも､居住者のため

の共用室や半共用空間を住戸の間に計画するな

ど住戸内で完結しない単身者住居が近年注目を

浴びている｡

このような多様化した居住形態において､居住

者の住意識､住へのニーズも多岐にわたっており､

その動向を正確に知ることは難しい｡

2.現在の学生寮の位置づけ

上記に述べたような新しい居住形態が着目さ

れる一方で､旧来の学生寮はどのような位置づけ

になるのだろうか｡学生寮の居住者数は徐々に下

がりつつある｡少子化の影響も一因ではあるが､

寮という居住形態自体が現代の居住者ニーズに

果たして合致しているのかという疑問がある一

方で､同年代の学生が集まる住まいには様々な行

為や空間の共用の可能性があると考える｡

3.研究の目的

現在､都市における単身者の集合住宅はシエア

ハウス､コレクティブハウスのように共用空間を

シェアするスタイルや､デザイナーズマンション

といわれるデザインに特化したものなど､その形

態は多様化しつつある｡

その一方で､学生の単身者居住に限って言えば､

学生寮やワンルームなどの旧来の住形態にとど

まっている例が多い｡元々教育的な意味をもって

いた学生寮も､もっていた役割が失われつつあり､

画一的な間取りや管理される運営形態など､現代

の居住者のニーズから離れてきている｡

そこで本研究は､シェアする空間を有する単身



者の住居での共用空間のあり方､個室と共用部の

関係性や､居住者の特性を調査することによって､

現代の単身者居住のあり方について分析し＼ケ~

ススタディとして既存の学生寮の改修を計画し

学生による新しいシェアの影を提案する｡
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4.研究の構成

本論文は序論となる第1章､本論として第2､

3章があり､結論として第4章に設計提案をおこ

なう構成となっている｡

朝葬の背景と目的
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第2章都市における単身者居住に関する調査

1.調査構成

調査は以下の二種類から構成される｡

･ ｢住意識｣調査

･単身者居住の事例調査

･学生寮調査

｢住意識｣調査ではインターネットを使って｢住

意識｣アンケート調査を行い､ ｢住意識｣指標の

検証を行った｡単身者居住の事例調査では事例物

件でのインタビュー､ ｢住意識｣アンケート調査､
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学生寮調査では実態を知るためのアンケート調

査を行った｡

2. ｢住意識｣調査

2.1調査の目的

まず､ ｢住意識｣指標の考え方に基づいて｢住

意識｣アンケートを作成した後､ ｢住意識｣指標

の統計的なデータを集めるために本調査を行っ

た｡本調査は｢住意識｣指標の傾向と居住者属性

を全国規模で把握することにより､居住者の住意

識をより詳細に分析･考察することを目的として

いる｡

2.2　｢住意識｣アンケート

ロ｢住意識｣指標作成の背景と目的

居住者の住意識をより客観的に理解し､分析で

きるためのツールとして｢住意識｣指標を作成し

た｡ ｢住意識｣指標は､住宅に対しての居住者の

関心度を可視化するものである｡居住者の得意と

する住宅に対する傾向や能力を居住者自身が知

り､また設計者も同時に理解することで､よりよ

い居住形態の選択や提案を行うことができるこ

とを目的としている｡

□要素と因子による分類

人の住意識に着目した際､様々な要因が関係し

ていると考えられる｡住意識に関わるものとして､

社会､自己､安心･安全が大きな前提だと考え､

3つの要素を作成した｡

sociAL :周囲の環境と調和して住む力

sELF :自分らしく住む力

sAFE :穏やかに安心して住む力

socIALは周囲の環境(もの､人や地域など)を

積極的に共有して調和しながら住むということ

を表し､ SELFは自分の趣味･こだわりを住まい

に反映させ自分にしかできないやり方で住むこ

とをさす｡ SAFEは防犯･防災､地球環境への配

慮など安心して暮らすために必要なことを示す｡

3.単身者居住の事例調査

3.1調査の目的

単身者居住の観察およびインタビュー調査と

｢住意識｣調査で作成した｢住意識｣アンケート

を用いてアンケート調査を行い､単身者居住の居

住者の住意識について明らかにした｡

3.2調査対象の選定

(1 )事例の選定

事例の選定にあたり､以下の着目点と条件のも

と､調査対象の抽出を行った｡

(D首都圏とその周辺郊外の単身者住居である

②以下のような住戸と共用空間をもつもの;

居住形態として共用部の存在が必須のものから､

全く依存していないもの

･ ｢共用部一体型｣共用部が必須であるもの

･ ｢住戸+共用部型｣共用部に一部依存するもの

･ ｢住戸のみ型｣共用部に全く依存しないもの

表1-1単身者居住の事例

事 例 唔Zｩ}����用筆 傀ｨﾝﾙ&��倍戸数 偸hﾔ吋��

A 仄Iw�YH自�ﾈﾅ��一戸 建て �8ﾈｹ�79�b��ｾb�6室 �#��"�

B 偖ｨﾌｲｸｺIw�YB�ﾅ��共同 住宅､ 店舗 �8ﾈｹ�78ﾙ��Zｨﾔｸ�2�9戸 �#����

午 偖ｨﾌｲｸｺIw�YB�共同 ��ywHﾊr�19戸 ��涛B��#����淙�2��
型 偖ｩ���中央区 

D 偖ｨﾌｲｸｺIw�YB�共同 �8ﾈｹ�72�21戸 �#����
壁 偖ｩ���杉並区 

E 偖ｨﾌｸ,ﾈ-ﾘﾅ��共同 住宅 �8ﾈｹ�72��兔�ｾb�6戸 �#����

千 偖ｨﾌｸ,ﾈ-ﾘﾅ��共同 住宅 �8ﾈｹ�72��兔�ｾb�12戸 �#���R�

G｢ 仄Iw�YH自�ﾈﾅ��-早 建て �8ﾈｹ�72��)69$ｨｾb�14室 ��塔2�

(3)調査実施人数

調査は事例の見学･観察とヒアリングの許可を得ら

れた居住者(1物件1-10名程度)に対して行った｡

調査した事例数は7物件､アンケート調査のみは18

名､アンケートとヒアリング調査は1 2名行った｡
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3.3調査内容

(1) ｢住意識｣アンケート

･ ｢住意識｣設問:45間

･屈性情報

(2)インタビュー調査の内容

インタビューでは｢住意識｣アンケートの設問

内容に沿って､居住者の住意識やその住宅を決め

たきっかけ､共用部の利用の実態などを聞いた｡

4.学生寮調査

4.1調査の目的

本調査では､ケーススタディを行う東京世田谷

にある学生寮(事例G)を調査することで､現在

の共用空間の使われ方､また居住者の住宅への意

識､そして現在の学生寮の評価とニーズについて

把握し､現在の実態と居住者のニーズを把握して

設計の提案の下地にすることが目的である｡

4.2学生寮アンケート

(1)実施人数

実施人数は学生9名でアンケート調査を行った｡

(2)学生寮アンケート調査内容

本調査では､居住者の住意識やその住宅を決め

たきっかけ､共用部の利用の実態などを聞いた｡

□属性

1.現状

現在の学生寮での空間の利用､居住者との関係､

外部との関係などをきいている｡

2.生活行動

居住者の学生寮内での生活行為を平目･休日(日

醍)の2つの場面に分けて聞いている｡時間帯･

場所･行為を聞くことで､寮全体での居住者の行

動を詳細に把握することが目的である｡

3.居住者評価と要望

居住者が経済･個室･共用空間･建物のデザイン･

他の居住者との関係についての満足度を聞いて

いる｡また､改善してほしいことや､個室･共用

空間にほしい機能などを具体的に質問している｡
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者の住居での共用空間のあり方､個室と共用部の
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学生寮調査では実態を知るためのアンケート調

査を行った｡
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にある学生寮(事例G)を調査することで､現在

の共用空間の使われ方､また居住者の住宅への意

識､そして現在の学生寮の評価とニーズについて

把握し､現在の実態と居住者のニーズを把握して

設計の提案の下地にすることが目的である｡

4.2学生寮アンケート

(1)実施人数

実施人数は学生9名でアンケート調査を行った｡

(2)学生寮アンケート調査内容

本調査では､居住者の住意識やその住宅を決め

たきっかけ､共用部の利用の実態などを聞いた｡

□属性

1.現状

現在の学生寮での空間の利用､居住者との関係､

外部との関係などをきいている｡

2.生活行動

居住者の学生寮内での生活行為を平目･休日(日

醍)の2つの場面に分けて聞いている｡時間帯･

場所･行為を聞くことで､寮全体での居住者の行

動を詳細に把握することが目的である｡

3.居住者評価と要望

居住者が経済･個室･共用空間･建物のデザイン･

他の居住者との関係についての満足度を聞いて

いる｡また､改善してほしいことや､個室･共用

空間にほしい機能などを具体的に質問している｡
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第3章　居住者の住意識と共用空間に関する分

析と考察

1.分析の構成

第2章の調査の結果をうけて分析と考察を行う｡

2.居住者の住意識と居住形態の関係

第2章の｢住意識｣調査､単身者居住の事例調

査と､学生寮調査より居住者の住意識と居住形態

の関係について分析と考察を行う｡

2.1 ｢住意識｣指標の傾向

事例A-Gの居住者､また｢住意識｣調査から

得られた｢住意識｣値および居住者属性より､居

住者の住意識と居住形態の関係を分析する｡

□ ｢住意識｣総合値の比較

総合値の比較をする｡定量調査では平均点は

100.0点であったが､今回の事例調査の物件は全

てこの平均点を超えることから､比較的住意識の

高い居住者が多かったことがわかった｡
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表1-2 ｢住意識｣値グラフ
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(3)居住歴･住居を選択する理由と居住形態の関

係

｢知人･友人との共同生活｣の居住経験が多く

みられたのは｢共用部一体型｣の事例Aと｢共用

部+住戸型｣の事例Bである｡事例AもBもコミ

ュニティ意識が高く､共用する空間が比較的大き

いことから､コミュニティの強い単身者居住を選

ぶ居住者は比較的､過去に似たように､共同生活

を行っていた経験をもつ人が多いということが

言える｡

表1-3事例別コミュニティ実態 

分類. 凵�､用部; 一体型 坪�ﾌｲｸｺIw�YHﾅ��剞ｾ享:住戸の �-ﾘﾅ籔仍ﾒ�鍔�ⅸﾏｹ?�爾�蔕�?��ﾈ��

事例 剋O幸:_A一言 �"�C 韮�:圭∴ ��十手 辻鈔ﾒ鞴�v倅��
臆 

住戸数(居室数)i 凵�7_室∴ 祷ﾌｲ�119戸 �#�ﾌｲ�詰る戸∴ ��12戸主 ��H����

コミュニ ティ �4��ｸ6��ｲ�5h6(7b�自治 �4��ｸ6��ｲ�ｸ齪���- ��X彙�大家 辻�几�+r�ｸ齪���

一一一一- こ-アイ iング… 偖C����月1回 辻�- 辻�- 剌T1回 

管理 �9iMI�r�各自 +業者 辻�- 辻�- 剴又ﾔ制 

内部での イベント 内部での 関榛牲 ��ｲ�○ ��"�△ ��"�× 刧� 

㊨ ��ﾒ�△ ����× �������

外部との 関係 �6ﾘ�"�&闔h,X,ﾂ�,(,�*ｨ.��△ 町内会に A菅 �4ｨ7H4h*ｩ&��刺,ﾈ487�92�6x,伜����× ����× ��������

外部へ発信 踏ｨ7襄���ｲ�487�986r�以��綛����&闔b�&ﾙ�ﾂ�㊨ カフェ (毎日) 地域 ����× ����× 凵� 行事 (年2回) OB 

地域資源の -一個人利周 ��"�△ ��"�△◎ 凵掾｢ 

2.2コミュニティ･外部との関係性

2.2.1事例別の表による分析

単身者居住の事例調査より､コミュニティの実

態について考察する｡表1-3は事例別に居住者コ

ミュニティと外部との関係について比較したも

ので去る｡

□事例A･G･Bについて

共用部と住戸の関係が｢共用部一体型｣である事

例A､ G､そして｢住戸+共用部型｣の事例Bは

オーナーシップがおおかた居住者の自治によっ

て運営されており､ミーティングを定期的にもう

けていることが分かった｡

□事例C･D･E･Fについて

その一方で､ ｢住戸+共用部型｣の事例C､ D､

｢住戸のみ型｣のE､ Fは内部でのコミュニティ

に関しては､居住者のオーナーシップはみられな

かった｡また､地域の店やスポーツ団体など地域

資源を積極的に個人で利用している居住者が全

体の中で｢住戸のみ型｣の事例巨､ Fで多かった｡

2.2.2　マトリックス　による分析

以上の事柄をまとめて表1-4に述べる｡縦軸が

内部での関係性を示し､上にいくほど居住者の自

治運営がすすみ､下にいくほど居住者の交流がな

い状態を表す｡また､横軸は外部との関係性を示

し､右へいくほど居住者コミュニティが地域へと

発信していき､左へいくほど居住者コミュニティ

ではなく居住者単体が地域資源､例えば店舗や図

書館､スポーツ施設などを利用し地域に居場所

また､ ｢共用部一体型｣が内部での関係性の上の

方に位置しており､かつ外部との関係性も地域へ

の発信まではいかずとも特定のグループ内での

共用空間の開示がなされていることが分かる｡

｢住戸のみ型｣は内部での関係性では居住者の交

流がない上､外部での関係性も地域へ発信する共

用部がないため､むしろ住宅内部ではなくて地域

にあるつながりを外に持っていることがわかる｡

｢住戸+共用部型｣の事例Bは住戸が完結してい

るために､個人のスペースを開示する必要なく､
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地域へ開くことができる一方で､ ｢共用部一体型｣

の事例A､ Gは比較的個人の領域に近いところで

の共用空間の開放することとなり､事例Bの対象

が不特定多数であるのに対し､事例A､ Gはある

特定のグループという対象を絞っていることか

ら､住戸と共用部の関係が直接に外部へ開く度合

いに影響を与えているものだと考察した｡

表1-4マトリックス･コミュニティ実態

[内部での関係性]

居住者の自治運営

居住者の交流がない

E] : ｢共用部一体型｣の事例

国: ｢住戸+共用部型｣の事例

園: ｢住戸のみ型｣の事例

3.共用空間と居住実態の関係

第2章の単身者居住の事例調査と学生寮調査

より､事例A-Gの7物件の共用空間とその使わ

れ方について分析と考察を行う｡

調査を通して､居住者がよく利用している共用

空間の種類を以下の3種類に分けられると考え

た｡

(D外部へ開かれる共用部:地域や特定のグル

ープなど居住者以外にも開かれることがありな

がら､その集合住宅に属する共用空間のことを指

す｡

②居住者の集まる共用部:居住者が他の居住者

と過ごすための空間であり､まとまってイベント
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第3章　居住者の住意識と共用空間に関する分

析と考察

1.分析の構成

第2章の調査の結果をうけて分析と考察を行う｡

2.居住者の住意識と居住形態の関係

第2章の｢住意識｣調査､単身者居住の事例調

査と､学生寮調査より居住者の住意識と居住形態

の関係について分析と考察を行う｡

2.1 ｢住意識｣指標の傾向

事例A-Gの居住者､また｢住意識｣調査から

得られた｢住意識｣値および居住者属性より､居

住者の住意識と居住形態の関係を分析する｡

□ ｢住意識｣総合値の比較

総合値の比較をする｡定量調査では平均点は

100.0点であったが､今回の事例調査の物件は全

てこの平均点を超えることから､比較的住意識の

高い居住者が多かったことがわかった｡
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表1-2 ｢住意識｣値グラフ
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(3)居住歴･住居を選択する理由と居住形態の関

係

｢知人･友人との共同生活｣の居住経験が多く

みられたのは｢共用部一体型｣の事例Aと｢共用

部+住戸型｣の事例Bである｡事例AもBもコミ

ュニティ意識が高く､共用する空間が比較的大き

いことから､コミュニティの強い単身者居住を選

ぶ居住者は比較的､過去に似たように､共同生活

を行っていた経験をもつ人が多いということが

言える｡

表1-3事例別コミュニティ実態 

分類. 凵�､用部; 一体型 坪�ﾌｲｸｺIw�YHﾅ��剞ｾ享:住戸の �-ﾘﾅ籔仍ﾒ�鍔�ⅸﾏｹ?�爾�蔕�?��ﾈ��

事例 剋O幸:_A一言 �"�C 韮�:圭∴ ��十手 辻鈔ﾒ鞴�v倅��
臆 

住戸数(居室数)i 凵�7_室∴ 祷ﾌｲ�119戸 �#�ﾌｲ�詰る戸∴ ��12戸主 ��H����

コミュニ ティ �4��ｸ6��ｲ�5h6(7b�自治 �4��ｸ6��ｲ�ｸ齪���- ��X彙�大家 辻�几�+r�ｸ齪���

一一一一- こ-アイ iング… 偖C����月1回 辻�- 辻�- 剌T1回 

管理 �9iMI�r�各自 +業者 辻�- 辻�- 剴又ﾔ制 

内部での イベント 内部での 関榛牲 ��ｲ�○ ��"�△ ��"�× 刧� 

㊨ ��ﾒ�△ ����× �������

外部との 関係 �6ﾘ�"�&闔h,X,ﾂ�,(,�*ｨ.��△ 町内会に A菅 �4ｨ7H4h*ｩ&��刺,ﾈ487�92�6x,伜����× ����× ��������

外部へ発信 踏ｨ7襄���ｲ�487�986r�以��綛����&闔b�&ﾙ�ﾂ�㊨ カフェ (毎日) 地域 ����× ����× 凵� 行事 (年2回) OB 
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2.2コミュニティ･外部との関係性

2.2.1事例別の表による分析

単身者居住の事例調査より､コミュニティの実

態について考察する｡表1-3は事例別に居住者コ

ミュニティと外部との関係について比較したも

ので去る｡

□事例A･G･Bについて

共用部と住戸の関係が｢共用部一体型｣である事

例A､ G､そして｢住戸+共用部型｣の事例Bは

オーナーシップがおおかた居住者の自治によっ

て運営されており､ミーティングを定期的にもう

けていることが分かった｡

□事例C･D･E･Fについて

その一方で､ ｢住戸+共用部型｣の事例C､ D､

｢住戸のみ型｣のE､ Fは内部でのコミュニティ

に関しては､居住者のオーナーシップはみられな

かった｡また､地域の店やスポーツ団体など地域

資源を積極的に個人で利用している居住者が全

体の中で｢住戸のみ型｣の事例巨､ Fで多かった｡

2.2.2　マトリックス　による分析

以上の事柄をまとめて表1-4に述べる｡縦軸が

内部での関係性を示し､上にいくほど居住者の自

治運営がすすみ､下にいくほど居住者の交流がな

い状態を表す｡また､横軸は外部との関係性を示

し､右へいくほど居住者コミュニティが地域へと

発信していき､左へいくほど居住者コミュニティ

ではなく居住者単体が地域資源､例えば店舗や図

書館､スポーツ施設などを利用し地域に居場所

また､ ｢共用部一体型｣が内部での関係性の上の

方に位置しており､かつ外部との関係性も地域へ

の発信まではいかずとも特定のグループ内での

共用空間の開示がなされていることが分かる｡

｢住戸のみ型｣は内部での関係性では居住者の交

流がない上､外部での関係性も地域へ発信する共

用部がないため､むしろ住宅内部ではなくて地域

にあるつながりを外に持っていることがわかる｡

｢住戸+共用部型｣の事例Bは住戸が完結してい

るために､個人のスペースを開示する必要なく､
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地域へ開くことができる一方で､ ｢共用部一体型｣

の事例A､ Gは比較的個人の領域に近いところで

の共用空間の開放することとなり､事例Bの対象

が不特定多数であるのに対し､事例A､ Gはある

特定のグループという対象を絞っていることか

ら､住戸と共用部の関係が直接に外部へ開く度合

いに影響を与えているものだと考察した｡

表1-4マトリックス･コミュニティ実態

[内部での関係性]

居住者の自治運営

居住者の交流がない

E] : ｢共用部一体型｣の事例

国: ｢住戸+共用部型｣の事例

園: ｢住戸のみ型｣の事例

3.共用空間と居住実態の関係

第2章の単身者居住の事例調査と学生寮調査

より､事例A-Gの7物件の共用空間とその使わ

れ方について分析と考察を行う｡

調査を通して､居住者がよく利用している共用

空間の種類を以下の3種類に分けられると考え

た｡

(D外部へ開かれる共用部:地域や特定のグル

ープなど居住者以外にも開かれることがありな

がら､その集合住宅に属する共用空間のことを指

す｡

②居住者の集まる共用部:居住者が他の居住者

と過ごすための空間であり､まとまってイベント

字
寒
軍
書
書
〇
〇
m
　
　
　
-
　
　
　
　
}

寡
l
l
-
-
m
m
i
t
m
2

着

書

事

後

○

書

m

t

i

l

宴

　

月

詣
窮
蕾
賀
意
-
t
t
S
量
‥

tl ttrJ

人
.
擾
-
凄
遠
島
霞
岳
i
貴
さ
-
.
a

や
譲
渡
馨
霊
長
-
義
-
9
蜜
電
照
-
d

.

t

 

J

3

年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

･

l

J

r
置
i
t
書
m
I
‡

曹

'

書

一

'

1

.

t

t

I

営

i

m

i

i

一

子

き
曇
-
9
-
i
-
-
-
-
-
t
-
暮
-
i
-
-
-
-
i
事
-
ノ
･

萱

H

且

ン
史
家
菱
覧
琵
誌
悪
書
電
報
讐
i
意

置

t

t

t

O

t

i

t

t

i

場
t
事
案
菓
i
i
i
t
　
ー

え
蕾
盈
-
霊
長
回
報
曾
旦

･
重
量
-
I
-
-
-
寡
-
-
事
案
_
m
'
S
m

輸

I

i

S

S

○

i

m

で

一

p

●

-
∵

(軍
一
i
一日2日出

題

蔓
垂
簾
締
雷
電
-
後
事
彊
J
J
に
t
J
i
,
t
J

蛋
薄
雪
重
富
露
電
報
《
-

書

m

m

t

t

一

幸

】

姦
露
命
糞
装
着
-
-
良
さ
曹
お
う
r
l
一

ヶ
曇
漆
欝
荘
重
H
H
寒
露
-
椅
農
-
.

ー
外
部
へ
の
発
信
｣

あ
り



2012年度修士論文圃梗概

一一一γ � 冽i�b�

一宇;-_ロ �-≡一三程視線 �)�i�(���iiと広を∴; 

①外部へ開かれる共用部 刳O部からの 从�ｨ�(,ﾉ�hｨ�,h*�.�/i7��大 アクセスのしやすさ 仍yz8*ｨ*�.��

(∋ 从�ｨ�(,ﾈ�-ﾈ.仄Iw�YB�外部からの視線が あまりない 从�ｨ�(,ﾉ�hｨ為8郊.*H,b�,x-ﾈ.俎8郊*ｨ*�.��中 

適宜 
⑤ �%�<h,Yy駅�+8.ｨ.仄Iw�YB�内外からの視線が あまりない 

- - r-7

三一一へ､_仁

I_内外からの為腹があまりない

-●遮寒零i東tL-るlJ.住民Lb､過ちをし`

フアサ- r'恵は抵いているが奥行きか

あるので寛えにくい

8-隻;さ行£ ･ととまる行為がある

一端をおく　自選狐のメンテナンス

･､`空紺

一道愛辱蜜さと巽行き

～.非玄閲諦同50

図1-3単独で利用される共用部詳細
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①の外部への発信まで行かずとも､共用部がある

ことで居住者内部のコミュニティ意識を持つた

めに､ ②と⑤の共用部があることが分かった｡

｢住戸のみ型｣である事例Fは(Dの単独で利用さ

れる共用部が見られたが､事例Eでは共用部がな

く､共用部のない独立した住戸では@の共用部が

あるかどうかという現状が分かった｡

表1-5利用される共用部とその要素

を催したり､ミーティングを行ったりと積極的な

行動が起こる共用空間のことを指す｡

③単独で利用される共用部:居住者のための空

間であるが集まって何かを行うわけではなく､

個人で別々にすごす共用空間のことを指す｡

3.2利用される共用部の傾向の分析

居住者がよく利用している共用空間の内､①外

部へ開かれる共用部､ ②居住者の集まる共用部､

⑤単独で利用される共用部の二種類は今回の調

査より観察することが出来た｡また､これらの利

用される共用部をつくりだす要素を｢a視線｣ ｢b

生活｣ ｢C広さ｣の二種類と考え､分析を行った｡

3.3各共用部の種類の事例

3.3.1 ①外部へ開かれる共用部

外部へ開かれる共用部に必要な要素は､アクセ

スのしやすさ(a視線)､居住者の生活する場から

ある程度切り離されていること(b生活)､人の集

まれる大きめな空間があること(C広さ)である｡

｢毒例年

一一　8-アクセス

一入り口がゾノパーでファサードがテント地で半透明｡

通I)に面しているl土定で入れる土間空間･

◆　ノ

ヽ  ヽ

一手,､ ､.

`､　章子.･

蜜　　二一一一一一鵬民の務とある韻踵がある

一二ふ三三ここ~　　　　　　　　_ 1 Fに居室は2謡起あるがそれ以外のものはZ F以上

にある

C要約が広い

一人か大鎗さても入れる白さ

lF　作業室1､ 2 1:150

図上1外部へ開かれる共用部詳細

3.3.3　②人の集まる共用部

人の集まる共用部に必要な要素は､外部からの

視線が少ないこと(a視線)､居住者の生活行為や

とどまる行為を誘発する仕掛けがあること(b生

活)である｡またC広さは､住宅の住戸数にもよ

るが居住者が集まっても狭くない中程度の広さ

が必要である｡

T　　　~　~~　　　　　　i

i事例Bi

a外部からの現塞かない

-}4戸にある､

パルコニーの軽蔑が製産を選っている

b:生活行為･ととまる行為がある

ーキッチン､ダイニング､ IJビング､

浣漣鴇､花培､ピアノ

C型閲が中位の大きさ

一住民が輿まっても

致くない運賃な広さがある

4F　コモンルーム+バルコニー1:150

図1-2居住者の集まる共用部詳細

3.3.4　③単独で利用される共用部

単独で利用される共有部に必要な要素は､内外

からの視線があまりないこと(a視線)､ ②人の集

まる共用部と同様に､生活行為･とどまる行為が

誘発される仕掛けがあること(b生活)である｡ま

た､空間の広さ(C広さ)は様々であるが､適度な

狭さや奥行きをもった例が多い｡利用される共用

部の①､ ②は部屋であることが多いが､ ⑤は通路

や階段など動線の一部など部屋の形態を取らな

いものも多かった｡
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表1-6事例別共用部の種類と実態

3.4共用部の種類と居住形態による実態

共用部に求められる性質はそれぞれの居住形

態に基づき､求めているコミュニティ意識の度合

いによっても異なる｡

共用部への依存している｢共用部一体型｣の事

例A､ Gと､コミュニティ意識の高い｢住戸+共

用部型｣である事例Bは①､ (う､ (Dの全ての共用

部がみられた｡ ②の居住者の集まる共用部は積極

的に居住者コミュニティの核を作る上で重要で

ある｡しかし､それと同時に(Dの単独で利用され

る共用部があることで､コミュニティ意識をもち

ながらも居住者同士の適度な距離感を作り出す

ことができるため､(Dと⑤はどちらもあることが

重要であると考えられる｡さらに､ (Dがあること

で､外部の人を巻き込んで外へコミュニティを広

げるとともに､居住者は外部の人を認識すること

により､さらに密なコミュニティを形成している

ことが分かる｡居住者がコミュニティを築くため

には②と③が必要で､さらに地域へ根付きコミュ

ニティとして成熟するためには(Dが重要である

ということが考えられる｡

｢住戸+共用部型｣の事例C､ Dに関しては､

第4章　学生寮のリコンセプト

1.分析から

1.1提案の構成

第3章の居住者の住意識と共用空間に関する

分析をうけて､第4章では学生寮のリコンセプト

の提案をおこなう｡それにあたり第3章の居住者

の住意識と居住形態の分析から居住形態の提案､

ならびに共用空間と居住実態の分析より共用空

間の提案を行う｡

1.2設計対象の選定

設計対象の選定にあたり､以下の着目点と条件

のもと､抽出を行った｡

①居住形態

･共用部一体型の学生寮であること

同世代の学生が集まる住まいには様々な行為や

空間の共用の可能性があると考えるため､学生を

対象とした学生寮を選んだ｡また､ ｢住意識｣調

査より､若年層への多様な空間や住形態の経験が

その後の住意識に大きな関心を与えることがわ

かったため､居住経験のまだない学生のための住

宅を考える｡

(D建物の規模
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①の外部への発信まで行かずとも､共用部がある

ことで居住者内部のコミュニティ意識を持つた

めに､ ②と⑤の共用部があることが分かった｡

｢住戸のみ型｣である事例Fは(Dの単独で利用さ

れる共用部が見られたが､事例Eでは共用部がな

く､共用部のない独立した住戸では@の共用部が

あるかどうかという現状が分かった｡

表1-5利用される共用部とその要素

を催したり､ミーティングを行ったりと積極的な

行動が起こる共用空間のことを指す｡

③単独で利用される共用部:居住者のための空

間であるが集まって何かを行うわけではなく､

個人で別々にすごす共用空間のことを指す｡

3.2利用される共用部の傾向の分析

居住者がよく利用している共用空間の内､①外

部へ開かれる共用部､ ②居住者の集まる共用部､

⑤単独で利用される共用部の二種類は今回の調

査より観察することが出来た｡また､これらの利

用される共用部をつくりだす要素を｢a視線｣ ｢b

生活｣ ｢C広さ｣の二種類と考え､分析を行った｡

3.3各共用部の種類の事例

3.3.1 ①外部へ開かれる共用部

外部へ開かれる共用部に必要な要素は､アクセ

スのしやすさ(a視線)､居住者の生活する場から

ある程度切り離されていること(b生活)､人の集

まれる大きめな空間があること(C広さ)である｡
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図上1外部へ開かれる共用部詳細

3.3.3　②人の集まる共用部

人の集まる共用部に必要な要素は､外部からの

視線が少ないこと(a視線)､居住者の生活行為や

とどまる行為を誘発する仕掛けがあること(b生

活)である｡またC広さは､住宅の住戸数にもよ

るが居住者が集まっても狭くない中程度の広さ

が必要である｡
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図1-2居住者の集まる共用部詳細

3.3.4　③単独で利用される共用部

単独で利用される共有部に必要な要素は､内外

からの視線があまりないこと(a視線)､ ②人の集

まる共用部と同様に､生活行為･とどまる行為が

誘発される仕掛けがあること(b生活)である｡ま

た､空間の広さ(C広さ)は様々であるが､適度な

狭さや奥行きをもった例が多い｡利用される共用

部の①､ ②は部屋であることが多いが､ ⑤は通路

や階段など動線の一部など部屋の形態を取らな

いものも多かった｡
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表1-6事例別共用部の種類と実態

3.4共用部の種類と居住形態による実態

共用部に求められる性質はそれぞれの居住形

態に基づき､求めているコミュニティ意識の度合

いによっても異なる｡

共用部への依存している｢共用部一体型｣の事

例A､ Gと､コミュニティ意識の高い｢住戸+共

用部型｣である事例Bは①､ (う､ (Dの全ての共用

部がみられた｡ ②の居住者の集まる共用部は積極

的に居住者コミュニティの核を作る上で重要で

ある｡しかし､それと同時に(Dの単独で利用され

る共用部があることで､コミュニティ意識をもち

ながらも居住者同士の適度な距離感を作り出す

ことができるため､(Dと⑤はどちらもあることが

重要であると考えられる｡さらに､ (Dがあること

で､外部の人を巻き込んで外へコミュニティを広

げるとともに､居住者は外部の人を認識すること

により､さらに密なコミュニティを形成している

ことが分かる｡居住者がコミュニティを築くため

には②と③が必要で､さらに地域へ根付きコミュ

ニティとして成熟するためには(Dが重要である

ということが考えられる｡

｢住戸+共用部型｣の事例C､ Dに関しては､

第4章　学生寮のリコンセプト

1.分析から

1.1提案の構成

第3章の居住者の住意識と共用空間に関する

分析をうけて､第4章では学生寮のリコンセプト

の提案をおこなう｡それにあたり第3章の居住者

の住意識と居住形態の分析から居住形態の提案､

ならびに共用空間と居住実態の分析より共用空

間の提案を行う｡

1.2設計対象の選定

設計対象の選定にあたり､以下の着目点と条件

のもと､抽出を行った｡

①居住形態

･共用部一体型の学生寮であること

同世代の学生が集まる住まいには様々な行為や

空間の共用の可能性があると考えるため､学生を

対象とした学生寮を選んだ｡また､ ｢住意識｣調

査より､若年層への多様な空間や住形態の経験が

その後の住意識に大きな関心を与えることがわ

かったため､居住経験のまだない学生のための住

宅を考える｡
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